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13)進行す る低酸素血症のため,出生23時間で

ジヤテ-ン手術 (Lecompte法)を開始 し
た TGAの1例
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症例は男児.40過4日3505gで出生.出生直後から

チアノーゼ,多呼吸が見られ紹介入院した.2D エコー

で TGA(Ⅰ)と診断された.Sp02の低下があ り,同

日心膜カテーテル検査,BASを行った.･･･一時 Sp02は

80%となったが急激に20%まで低下,緊急手術を行った.

手術開始まで約23時間.第5病日に人∴Ⅰ二呼吸器から離脱

したが.肺高血圧による右心不全が強く,12病 日に再挿

管 し,心不全治療を行った.28日間の人工呼吸管理を必

要としたが,肺高血圧は低下.心不全は軽減 した.急激

な Sp02の低下のため出生23時間で緊急に手術 を行っ
た TGAの1例を救命したので報告した.

14)頚椎指傷を合併した外傷性 弓部大動 脈破裂

の1救命例
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症例は80歳,男性.屋根から転落して受傷.第 1頚椎.

第3.4胸椎の粉砕骨折とt-~i部大動脈解離,上縦隔血腫

を認めた.頚拍悪化の危険から早期手術は困難と考えら

れ,人工呼吸管理にて安静を保った後,第13病 日に手術

を施行した.手術所見では.鎖骨下動脈付近で大動脈の

内膜が裂開し,間関に血腫を形成していた.脳分離体外
循環下に弓部置換術を行った.術後脳梗塞による右片麻

唾を生 じ,また肺炎のため長期の人工呼吸管坪を要 した

が,軽快 しリハビリ目的に転院可能となった.

15)胸腹部大動脈癌9†軌こ対する手術経験
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[背景/対象/方法】胸腹部大動脈癖 (TAAA)手術は

いまだ mortality.morbidityが高い.今回2年間に

経験 Lた TAAA手術連続9例につし.-て検討 した.男

性 6例,女性3例で年齢49-79(平均66)歳であった.

Crawrord分類ではⅠ:2,Ⅲ:2,Ⅳ:1,V:4例.

真性癖8例,解離 1例.破裂3例 (うち1例は慢性破裂)

は緊急手術であった.全例 Spiralopening法,横隔

膜切開,後腹膜軽由で到達 し,体外循環使用.心拍動下

で行った.肋間動脈再建5例.腹腔動脈再建 4例,上腸

管膜動脈再建3例,腎動脈再建 2例であった.

【結果】平均手術 (体外循環)時間は379(133)分,

在院死 1例 (OMIによる著明な心横能低下例で Ao速

断時に Vf),村蘇嘩なし.一時的人工透析 1例.気管切

開を3例で要したが,それ以外は第1病日に抜管できた.

(まとめ】良好な成碑が得られたが,厳 しい術後管理

を要する症例もあった.

16)極めて急速な増大傾向を示 した肺芽膝の 1例
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症例は65歳男性.平成11年10日の職場検診で胸部 X

線写奏上異常を指摘され.当院内科外来を紹介受診した.

胸部 Ⅹ線写真及び CT写真にて左 S6に辺練比較的

明瞭な径7cm の円形陰影を認めた.肺癌を疑い気管支

ファイバースコピー下にキュレッティジ及び桂皮肺生検

を施行するも悪性細胞を認めなかった.Lかし陰影は短

期間に急激に増大するため,確定診断のための開胸手術

目的に当科転科となった.平成12年 1日26日手術を施行

した.開胸所見にて左下葉 S6を中心に小児頭大の弾性

硬の腫壕があり,上薬は柾排されてひ薄化 Lていた.腫

となった.腫壕は巨大であi).切除には左肺全摘術を要

した.病理組織学的診断は肺腫痔の中では稀である肺芽

健であった.

17)広範な胸壁再建を要した前胸壁巨大肉腫の

-例
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前胸壁巨大肉腫に対 し広範な胸壁再建を施行し,良好

な結果を得た一例を経験 したので報告する.症例は56歳

の男性で,胸骨体の大部分に浸潤 した紡錘型細胞肉腫に

対し,胸骨柄の下部から第 6肋軟骨付着部上線の高さま

での胸骨体及び両側の第 2から第 5肋軟骨を切除 した.

肉腫摘除後の広範な胸壁欠損に対して,マーレックスメッ

シュによる骨性胸壁の再建と有茎広背筋皮弁による敢部


